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1  は  じ め :こ

イチゴの育種を行う場合,交配親の選択は特に重要であ

るが ,その素材である品種の特性に関するデータは意外に

乏しい。幸い,当支場には多くの品種 (系統 )が保存され

ているので,その特性を明らかにし,品種育成に活用しよ

うと企てた。前報1)では果実の糖度と酸度の品種間差につ

いて報告したが,本報では果実の大きさとそろいの品種間

差について検討した。

2 材料 及 び方 法

供試したのは,当支場保存品種中の150品種 (系統 )で ,
1987年 8月 中旬採苗,9月 29日定植で露地栽培した。試験

区は 1区 6株の 2反復で,う ね幅140ぃの 2条植え,株間
25cmと した。1988年 6月 8日 から,週 2回 ,完熟果を収穫

し, 1個ずつ重量を測定した。収穫調査は 7月 7日 で打ち

切り,その後,個体ごとの果房数を調査した。

3 結果 及 び考 察

供試150品種 (系統 )の株当たり収量 ,株当たり果数 ,

株当たり果房数 ,果房当たり果数 ,平均果重,同変動係数

の品種間平均植等を表 1に示す。

株当たり収量は,最高 513′ ,最低41夕 で , 150品種
(系統)の平均は1916夕 であった。概 して,外国品種の方

が収量が高かったが,これは日本の品種が,促成栽培に向

くよう,休眠の浅い方向へ品種改良が進んだため,東北地
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方の露地栽培にはあまり適応しなくなっているためと思わ

れる。

株当たり果数は,最高675個 ,最低67個で ,平均は23
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51個 ,株当たり果房数は,最高80本 ,最低10本で,平

均は326本 ,果房当たり果数は,最高162個 ,最低35個

で,平均は727個であり,それぞれ品種間差が認められた。

質形

表 1 供試150品 種 (系統 )の株当たり収量 ,平均果重等の形質の品種間平均
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果実の大きさを示す平均果重は,最高170夕 ,最低22  な品種には `Badgerbella 17', `Excelsio','Mar
′で,平均は853夕 であり,その変動係数は平均604%で   late等があった。

あった。概して,日本の品種の方が揃いが良いようにみう   各形質の変動幅をみると,収量や果数 ,果房数で品種間
けられた。果実の大きな品種には `Dybdahl', `New   差が大きく,平均果重やそろい,果房当たり果数の品種間
YOrk844', `New York 1406'等 があり,果実の小さ  差はそれはど大きくはなかった。

表2 各形質問の相関係数

表 2には,各″質問の相関係数を示した。
4摘   要株当たり収量は,株当たり果数 ,株当たり果房数 ,果房

当たり果数 ,平均果重のいずれとも正の相関が高いが,果   イチゴ育種の基礎資料を得る目的で,150品 楠 (系統 )
実のそろいとはあまり高い相関は認められなかった。果実  の果実の大きさとそろいを検討した。その結果,果実の大
の大きさは,収量と正の相関を持つが,果数や果房数とは  きさとそろいに品種間差が認められ,他の形質との相関関
負の相関があった。果実のそろいは果数や果房数とi■の相  係も明らかにされた。
関があるが ,果実の大きさとは負の相関が認められた。

引 用 文 献イチゴの品種改良は,果実を大きくする方向で進められ

ることが多い。このことは,商品性,省力化の面から大変  1)藤 野雅丈 ,高日勝也 1987 イチゴの品種特性に関す
重要なことと思われるが,収量や果実のそろいを向上させ   る研究.第 1報 果実の糖度と酸度 _園芸学会IIg和 62年
る効果も期待できそうである。               度秋季大会発表要旨 p420-421
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